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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月22日(2014.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　図２に示した情報処理装置１００は、装置全体が耐タンパ性を有していた。図１４に示
したように、情報処理装置１１００は、ＮＶＭ１１１０と、セキュアＣＰＵ１１２０と、
ＲＯＭ１１３０と、ＲＡＭ１１４０と、シリアルＩ／Ｏ１１８０と、を含んで構成される
。情報処理装置１１００は、装置全体が耐タンパ性を有するのではなく、セキュアＣＰＵ
１１２０のみが耐タンパ性を有している点で図２に示した情報処理装置１００と異なって
いる。このように、ＣＰＵを含む一部を耐タンパ機能で保護し、その他の機能との通信及
び送受信データを暗号化技術で保護する構成を採ることもできる。また例えば、図２に示
した情報処理装置１００を、耐タンパ環境を有する場所に設けて、変数の参照や関数の属
性を実行させるような構成を採ることもできる。
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